
タイでは11月1日から、一定の条件の下、外国人旅行者の受入れが再開し、久々の明るい

ニュースとなりました。日本を含む63の国と地域（12月7日時点）からの入国者を対象に、新

型コロナウイルスのワクチン接種済み、事前のPCR検査での陰性確認、タイ入国後に再度PCR

検査受検等の条件を満たした場合の、タイ入国時の強制隔離措置が1日間に短縮されました。

帰国時の各国の入国規制等で不便が残るため、以前の勢いの復活までには至っていませんが、

新型コロナウイルスの影響で打撃を受けた経済の立て直しに繋がることが期待されています。

 スワンナプーム国際空港の様子

タイで外国人旅行者の受入れが再開

 バックパッカーの聖地、カオサン通りでは
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スワンナプーム国際空港では、到着した渡

航者が、強制隔離用のホテルに向かう送迎バ

スに乗り込む姿が目立つようになりました。

タイでは、新型コロナウイルスの感染拡大

以降、外国人入国が厳しく制限されたため、

コロナ前は年間約4千万人だった外国人旅行

者は、今年1～10月は約10万人に留まりまし

た。規制緩和後の11月はひと月で7万人が入

国しており、外国人受入れの更なる回復に、

観光・飲食業界の期待が高まっています。

首都バンコクでは、今回の入国規制の緩和に

併せて、市中の行動規制も一部緩和され、午後

11時までの店内飲酒が可能になりました。コ

ロナ以前は外国人旅行者が集まる人気スポット

だったカオサン通りでも、飲食を楽しんだり、

大きなバックパックを背負って歩く外国人の姿

が、少しずつ見られるようになってきました。

12月6日には、タイ国内でもオミクロン株の

感染者が確認されましたが、首相からは、現状、

規制の再強化は行わないとの発表がありました。

ウィズコロナの下で観光大国の復活はなるのか、

国民の期待と不安が入り混じっています。

空港到着ロビーにもまだまだ余裕が

まだ人通りは少ないカオサン通りのフォトスポット

（タイ・バンコク駐在 新妻 孝則）


